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こ
の
た
び
９
月
30

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
宜
野
湾

市
長
選
挙
に
お
い
て
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
か

ら
の
ご
支
援
を
賜
り
、
第
18

代
宜
野
湾
市
長
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
松
川
正
則
で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
、
「
市
民
と
市
政
と
の
絆
」
を
大
切
に
し
、

「
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
理
念
に
市
民

と
の
協
働
や
開
か
れ
た
市
政
運
営
、
都
市
（
ま
ち
）

づ
く
り
、
人
づ
く
り
、
未
来
づ
く
り
に
、
こ
れ
ま

で
副
市
長
と
し
て
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ

の
経
験
、
実
績
を
活
か
し
、
市
長
と
し
て
市
政
を

担
い
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
幸
せ
を
感
じ
、
宜
野

湾
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
実
感
で
き
る
「
宜
野
湾

が
い
ち
ば
ん
」
を
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
決

意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
本
市
の
最
大
の
課
題
で
あ
り
ま
す
普
天

10

月
１
日

　

就
任
か
ら
市
長
室
ま
で

ご
あ
い
さ
つ

第
18

代
宜
野
湾
市
長

間
飛
行
場
問
題
に
つ
い
て
は
、
日
米
両
政
府
に
よ

る
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｏ
合
意
か
ら
22

年
が
経
過
し
て
お
り
、

未
だ
全
面
返
還
さ
れ
る
ど
こ
ろ
か
、
県
内
で
は
米

軍
機
の
炎
上
や
墜
落
な
ど
が
相
次
ぎ
、
市
内
保
育

園
や
小
学
校
に
航
空
機
の
部
品
が
落
下
す
る
と
い

う
許
さ
れ
な
い
事
故
等
も
起
き
て
お
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
状
況
の
中
、
普
天
間
飛
行
場
の
固
定
化

は
絶
対
に
許
さ
れ
ず
、
一
日
も
早
い
閉
鎖
・
返
還

を
実
現
す
る
た
め
、
基
地
あ
る
が
故
の
危
険
性
の

除
去
を
引
き
続
き
日
米
両
政
府
に
強
く
訴
え
て
ま

い
り
ま
す
。

ま
た
、
市
政
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
市
民
の
暮

ら
し
や
生
活
の
安
定
・
向
上
が
何
よ
り
も
大
切
な

事
で
あ
り
、
子
育
て
支
援
、
誰
も
が
活
躍
で
き
る

社
会
の
実
現
、
教
育
環
境
の
充
実
、
健
康
・
福
祉

施
策
の
推
進
、
経
済
振
興
・
雇
用
創
出
、
ス
ポ
ー

ツ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
推
進
、
防
災
体
制
の
強
化
、

行
財
政
改
革
お
よ
び
快
適
な
生
活
環
境
の
推
進
の

全
般
に
お
き
ま
し
て
、
前
市
政
で
取
り
組
ん
で
き

た
政
策
、
事
業
を
し
っ
か
り
と
継
承
し
、
活
力
と

活
気
に
満
ち
た
豊
か
で
住
み
よ
い
宜
野
湾
市
の
実

現
に
向
け
、
全
身
全
霊
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
の
４
年
間
に
つ
き
ま
し
て
は
、
第
四
次
宜

野
湾
市
総
合
計
画
基
本
構
想
で
掲
げ
た
将
来
都
市

像
『
人
が
つ
な
が
る　

未
来
へ
つ
な
げ
る　

ね
た

て
の
ま
ち
宜
野
湾
』
の
達
成
に
向
け
、
市
議
会
を

は
じ
め
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
全
力
で
努
め
る
所

存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
、
ご
支

援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
願
い
申

し
上
げ
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

▲初登庁する松川市長を職員が出迎え

市政スタートに向け、エールを送りました

▲伊波総務部長から事務引き継ぎを行う ▲宜野湾市長当選証書付与式

新　市　長

就　任　の

ごあいさつ

９
月
30
日
（
日
）
に
行
わ
れ
た
宜
野
湾
市
長
選
挙

で
初
当
選
し
、
第
18
代
宜
野
湾
市
長
に
就
任
し
た

松
川
正
則
市
長
の
市
政
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

「
人
が
つ
な
が
る
、
未
来
へ
つ
な
げ
る　

　
　
　
　

ね
た
て
の
ま
ち
宜
野
湾
」
の
達
成
へ

プロフィール

松川正則（65歳）

市野嵩出身。1973年に宜野湾市

役所に入庁。年金係、市議会事

務局長などを歴任。前宜野湾市

副市長。趣味はスポーツ観戦、

特に横浜DeNAベイスターズ、

琉球ゴールデンキングスの試合

観戦。普天間高校時代はバスケ

部で全国大会、国体に出場。座

右の銘は「僕の前に道は無い、僕

の後に道はできる」。

ま つ が わ ま さ の り
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険
性
を
除
去
す
る
た
め
、
基
地
の

運
用
停
止
及
び
一
日
も
早
い
閉
鎖
、

返
還
並
び
に
基
地
負
担
軽
減
の
実

現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
強
力
に

推
進
し
、
そ
の
実
現
の
た
め
政
府
、

沖
縄
県
、
宜
野
湾
市
に
よ
る
普
天

間
飛
行
場
負
担
軽
減
推
進
会
議
の

早
期
開
催
を
強
く
働
き
か
け
る
と

と
も
に
、
訪
米
要
請
行
動
等
に
よ

り
、
市
民
の
目
に
見
え
る
形
で
の

負
担
軽
減
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

ま
た
、
普
天
間
飛
行
場
が
ま
ち

の
ど
真
ん
中
に
存
す
る
た
め
の
市

民
の
時
間
的
、
経
済
的
損
失
や
米

軍
機
の
日
常
的
な
飛
行
に
よ
る
騒

音
問
題
、
電
波
障
害
に
対
す
る
基

地
被
害
の
補
償
措
置
や
、
飛
行
ル
ー

ト
の
遵
守
な
ど
を
政
府
に
強
く
求

め
て
ま
い
り
ま
す
。

基
地
跡
地
利
用
に
つ
き
ま
し
て

は
、
今
年
３
月
に
地
権
者
へ
引
き

渡
さ
れ
た
、
キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧
西

普
天
間
住
宅
地
区
跡
地
に
琉
球
大

学
医
学
部
、
同
附
属
病
院
を
移
設

し
、
「
沖
縄
健
康
医
療
拠
点
を
核
と

し
た
都
市
機
能
と
、
水
・
み
ど
り
・

文
化
の
調
和
し
た
住
環
境
が
つ
な

が
る
ま
ち
」
の
取
り
組
み
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
コ
リ
ド
ー

南
側
部
分
の
早
期
返
還
を
実
現
し
、

西
普
天
間
住
宅
地
区
跡
地
と
連
携

有
権
者
の
ご
支
持
、
ご
理
解
の
も

と
、
市
長
と
い
う
重
責
を
担
う
こ

と
と
な
り
、
大
き
な
喜
び
と
同
時

に
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご

ざ
い
ま
す
。

今
後
の
４
年
間
に
つ
き
ま
し
て

は
、
前
市
政
で
種
を
ま
い
た
事
業
、

芽
を
出
し
て
い
る
事
業
等
を
し
っ

か
り
と
継
承
し
、
活
力
と
活
気
に

満
ち
た
豊
か
で
住
み
よ
い
宜
野
湾

市
の
実
現
に
向
け
、
精
一
杯
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
私
が
市
長
選
挙
で

公
約
と
し
て
市
民
の
皆
さ
ま
に
お

示

し

し

た
「
宜

野

湾

が

い

ち

ば

ん
！
」
と
実
感
で
き
る
よ
う
取
り
組

む
重
点
施
策
に
つ
い
て
、
ご
説
明

申
し
上
げ
ま
す
。

１
．「
基
地
の
な
い
平
和
な

　
　
　
　
　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り
」

市
民
の
生
活
環
境
に
大
き
な
負

担
を
強
い
て
い
る
普
天
間
飛
行
場

の
固
定
化
阻
止
に
つ
き
ま
し
て
は
、

全
面
返
還
合
意
か
ら
22

年
目
が
経

過
し
た
今
な
お
、
返
還
は
お
ろ
か
、

市
民
が
実
感
で
き
る
危
険
性
の
除

去
や
、
基
地
負
担
軽
減
も
図
ら
れ

て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。

私
と
致
し
ま
し
て
も
、
最
重
要

施
策
に
位
置
付
け
、
普
天
間
飛
行

場
の
固
定
化
を
許
さ
ず
、
そ
の
危

　

10
月
５
日
（
金
）
、
第
４
１
７
回
宜

野
湾
市
議
会
定
例
会
の
開
会
に
あ
た

り
、
松
川
正
則
市
長
が
述
べ
た
所
信

表
明
の
全
文
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

※

所
信
表
明
と
は
、
市
政
を
運
営
し
て

い
く
上
で
の
基
本
的
な
考
え
方
や
信

念
な
ど
を
述
べ
た
も
の
で
す
。

議
長
の
お
許
し
を
得
て
、
議
案

の
上
程
説
明
に
先
立
ち
、
市
長
就

任
の
あ
い
さ
つ
と
所
信
を
申
し
述

べ
、
議
員
各
位
並
び
に
市
民
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
わ
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。

私
は
、
前
任
市
長
の
辞
職
に
伴
う

９
月
30

日
の
市
長
選
挙
を
経
て
、
第

18

代
宜
野
湾
市
長
に
就
任
い
た
し

ま
し
た
松
川
正
則
で
ご
ざ
い
ま
す
。

市
長
選
挙
で
は
、
佐
喜
眞
前
宜

野
湾
市
長
の
市
政
を
継
承
し
、
普

天
間
飛
行
場
の
固
定
化
阻
止
を
は

じ
め
、
ま
ち
づ
く
り
、
子
育
て
支
援
、

誰
も
が
活
躍
で
き
る
社
会
の
実
現
、

教
育
環
境
の
充
実
、
健
康
・
福
祉

施
策
の
推
進
、
経
済
振
興
・
雇
用

創
出
、
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
の
推
進
、
防
災
体
制
の
強
化
、

行
財
政
改
革
及
び
快
適
な
生
活
環

境
の
推
進
の
全
般
に
お
き
ま
し
て

「
宜
野
湾
が
い
ち
ば
ん
！
」
だ
と
実

感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を

訴
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
と
し
ま
し
て
、
市
民

「
宜
野
湾
が
い
ち
ば
ん
！
」
だ
と

　
　

実
感
で
き
る

　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
へ

松 川 正 則

市 長 　 　

所 信 表 明


